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＜病棟連絡事項＞
・本日13:12～避難訓練実施しており、無事終了しています。

・本日17:30～第3回院内研修(2日目)実施予定となっています。各自参加しましょう。

＜患者様連絡事項＞
・嶋森　みよ子様～本日9:00～山崎眼科受診の為、ご家族付き添いにて外出に行かれている。

・佐藤　俊也様～本日14:00弟様迎えにて自宅退院となる。

・乗上　惺子様～本日昼から軽々食へ食事形態変更となる。

・船場　稔様～本日昼から副食(粗キザミ)へ食事形態変更となる。

・中村　聡様～頭痛時カロナール(200)1T　10回分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他者への迷惑行為や私物弄り頻回のため早めに開放観察終了。時折奇声を出すも自傷行為はなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
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・佐々木　一様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。開放中も自室から出てくる事なく臥床して過ごしている。対話時はまとまりにかける言動あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・吉田　晶二様～バイタルサイン特変ない。食事は介助にて1/2～1/3量摂取出来ている。どこを触っても痛がるが、腹部症状特になく経過。活気なく眠っている事が多い。

・飯田　修子様～自分本位な態度や言動多く感情の起伏も激しい。常時見守りや適宜介入を要している。

・佐々木　ツヤ様～断続的に大声を出したり、他患者様に対し自身の要求を何度も
訴えている。介助時は疼痛を訴え、抵抗を示す。

・沼山　真紀子様～入院費や食事に関した訴えが多く、詰所前をウロウロしては、スタッフを変えては何度も話し掛けている。淡々とはしている。

・下屋敷　キヨ様～発熱なく、他バイタルサイン異常なし。傾眠傾向ではあるが声掛けにしっかりとした発語きかれ、活気まずまずあり。食事は介助にて1/3摂取し、時折むせ込みあり。点滴はトラブルなく継続中。

・嶋森　みよ子様～対応穏やか。希死念慮訴えなし。家族様付き添いにて眼科受診される。

＜深澤Dr.診察＞
・澤口　利香様～臨時薬はデエビゴ錠5mg　1錠　1×就床前　追加となり、他同内容で7日分処方となっている。

・佐々木　利作様～持参薬を当院臨時薬へ切り替えとなり、メマンチン塩酸塩錠が15mg→20mgへ増量、他同内容として8日分処方となっている。

・飯田　修子様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・石和　忠典様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・船場　稔様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・北向　勇治様～点滴は同内容で14日分継続処方となっている。

・風穴　義信様～臨時薬同内容で14日分処方となっている。

・川村　允子様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・荒川　芙美子様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・嶋森　みよ子様～落ち着かない時、不眠時の頓服薬が各2回分ずつ処方となっている。

＜入院患者様情報＞
日　　時：R3年7月21日　11:05
氏　　名：佐藤　留五郎（さとう　とめごろう）様
生年月日：昭和16年12月10日（79歳）
病　　名：アルツハイマー型認知症
性　　別：男性
主 治 医：金Dｒ（サポート医：深澤Dｒ）
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット9号室
【経過】
　現在妻、次男、長女と4人暮らし。元々短気で、妻へ手をあげる事もあった。H31年3月頃より認知症の診断にてあおぞらクリニック通院中。R3.6.15最終受診迄は特段普段と変わりない様子であったが、免疫性血小板疑いにてR3.7.14に三沢市立市民病院へ入院後より不穏・興奮状態強くなり、輸血は何とか行えたものの、翌日には強制的に退院となった。自宅に退院後も、話の内容を理解する事が出来ず、今までにはなかった独語や、死去した長男の事を妄想を交え話す等の言動が聞かれていた。三沢市立病院の主治医よりデイサービスの利用許可は出ており、7月16日からはデイサービスを利用しており、ヘルパーも導入予定であるが、家族も仕事を抱え、現在の本人の状態であれば在宅支援が困難な状況。R3.7.16あおぞらクリニック受診(金Dr診察)。妻も子供も精神的に疲弊しており、入院治療の希望があった事から当院紹介となる。R3.7.21当院受診。診察にてご家族より入院への同意を得て、11：05東病棟Ａユニット9号室へ医療保護入院となる。
